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議会カフェ

6月議会報告会

プログラム

＊開会挨拶

＊５月、６月議会の報告

総務文教常任委員会

民生福祉常任委員会

産業建設常任委員会

山口東京理科大学調査特別委員会

＊意見交換

総務文教常任委員会

市役所本庁舎耐震改修について

市役所本庁舎耐震改修について

概要
平成２６年に実施した耐震診断の結果、震度６
以上の地震により「倒壊又は崩壊する危険性が
ある」と診断され、大規模災害が起こった場合、
防災拠点として庁舎が使用できなくなるおそれ
があるため、耐震補強を行うこととなった。
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本館
昭和３８年竣工（築54年）

別棟
昭和３８年竣工（築54年）

別館
平成３年竣工（築27年）

県道 小野田駅⇒

耐震改修基本計画
平成３０年２月策定（５月改定）

耐震改修実施設計を策定

総事業費約３億円
耐震改修実施期間

平成３１年４月→平成３３年１月

�主な内容について

現庁舎を今後２０年程度使用する
ことを想定

アウトフレーム工法（居ながら工事）
で実施（埴生中学校耐震改修と同じ方法）

老朽箇所も同時改修（屋上の防水、
消防用配管の改修、防火設備の整備等）
現在計画を策定中

〇 審査概要

なぜ建て替えないのか？

１．基金を貯めていない。

（通常、建設費の約半分の基金を準備）

２．市民の声を取入れる為の協議会
の開催や計画の策定など、新庁舎
完成までに最低でも ５年～１０年は
かかる。

もし建て替えなら

総事業費約６０億円～
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〇 審査概要

・南側の樹木は伐採する （H30年度）

・南北のベランダは撤去する

・外壁の塗り替えなどはしない予定

本庁舎の外見は変わるのか？
H31年度 H32年度

4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3

解体工事

アウトフレーム工法

増設壁方杖補強

建物内部改修

外壁改修

屋外型情報システム室新設

〇 改修スケジュール

民生福祉常任委員会

空き家対策について

・ 人口減少や少子高齢化等に伴い、空き家が増加

・ 防災や防犯、衛生、景観上の問題、地域力の低下

・ 平成２９年度に空き家実態調査を行った

→ 市内に１，２６９戸（うち１００戸が管理不適切）

管理不適切

建築物全体に危険な損傷があり、倒壊の危険性が考えられる

＜現状＞
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＜これまでの経緯と今後の予定＞

・ 空家等の適正管理に関する条例

・ 空家等対策の推進に関する特別措置法

・ 空家等対策の推進に関する条例

・ 空き家の実態調査を開始

・ 専門家による空家等対策協議会を設置

・ パブリックコメントの実施

・ 空家等対策計画を策定

H25.1

H27.5

H29.6

H29.8 

H29.9

H30.9

H30.10

法務法務 不動産不動産 建築建築 福祉福祉

空き家の適切管理

＜市の取組方針＞

空き家の利活用

・ 相談体制の整備（維持管理、相続、解体等）

・ 情報の提供、普及啓発

・ 適切な管理に関する助言その他必要な援助又は指導

・ 中古住宅市場への流通促進（関係団体と連携）

・ 所有者と活用希望者とのマッチング（空き家バンク）

・ 政策課題に取り組むための資源としての利活用
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産業建設常任委員会

平成３０年度山陽小野田市
小型自動車競走事業（オートレース事業）
特別会計補正予算（第1回）について

平成29年度の歳入が歳出に不足する
決算見込みとなるため、平成30年度の
歳入を繰上げて充当するもの

歳入歳出それぞれに12億7,000万円を
追加し、平成30年度の予算総額を
101億1,560万8,000円とするもの

概要

主な論点

・ 民間委託料は6億2,000万円、市への収益保証は
6,000万円だが、精算時に協議する

・ 繰上充用額のピークは平成29年度決算見込みと
捉えている

・ 売上向上の対策としては、民間ポータル、共用場
外、サテライト、競輪の場外発売所の拡充など

負債・売上 年度末残額の推移 （千円）

項目 平成２８年度 平成２９年度 備考

交付金猶予 149,000 0 平成29年度で完済

リース残額 728,777 690,420 平成38年度完済予定
（7,671万円/年）

累積赤字 1,087,757 1,262,313

債務残額 1,965,534 1,952,733 平成19年度
（3,338,783千円）

売上額 7,734,300 7,217,974 積雪、工事の関係より減

基金残額 563,301 563,307 施設改善基金（447,343千円）
財政調整基金（115,964千円）
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山口東京理科大学調査特別委員会

髙松 秀樹 藤岡 修美

奥 良秀 笹木 慶之 中村 博行

松尾 数則 森山 喜久 山田 伸幸 吉永 美子

山口東京理科大学薬学部について

総事業費

項 目 契 約 件 名 金 額 受 注 企 業

委託料 設計委託料など 1億1800万円 あい設計他

工事請負費 杭工事 6億800万円 嶋田・ヘキムラ・MBO

A棟建築主体工事 23億6200万円 嶋田・ヘキムラ

B棟建築主体工事 18億8800万円 西松・富士産業

C棟建築主体工事 2億8500万円 嶋田・アーステクノ

A・B棟機械設備工事 14億1200万円 三建設備・嶋田

C棟空気調和設備工事 4億1000万円 三建設備・嶋田

A・B棟電気設備工事 8億300万円 中電工・太陽産業

C棟電気設備工事 3300万円 サンコウワ

機械器具費 研究機器類整備 15億7800万円 紀伊國屋書店

総額 約１１６億円

工事の進捗状況

件 名

A棟（教室・研究室・実験室・学生食堂） 平成３０年５月１９日完了

B棟（教室・研究室・実験室・図書室） 平成３０年２月２８日完了

C棟（動物実験施設） 平成３０年１１月３０日完了予定

危険物倉庫 平成３０年１１月３０日完了予定

グラウンド・テニスコート 平成３１年度以降発注予定

■ C棟供用開始まで民間の代替施設を使用

■ 危険物倉庫は仮設にて対応

■ グラウンド・テニスコートは市内施設を使用
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工事の遅延理由

件 名 主 な 理 由

A棟 発注時期の遅れ

C棟 入札不調

危険物倉庫 入札不調

グラウンド
テニスコート

建築工事の遅れ
（３１年度以降発注予定）

大学の運営 -しくみ-

15億4200万円

18億2280万円

大学の運営 -収入（平成30年度）-

■大学自主財源

学生等納付金 ６億7600万円

受託研究等 1100万円

科学研究費補助金 240万円

■運営費交付金 15億4200万円

工学部一人当たり 160万円

薬学部一人当たり 183万円

収入合計 22億4400万円

意見交換会のルール

・貴重な意見を聞き逃さないように録音します。

・本日回答できない質問事項は、後日同会場

の掲示板に掲載することで回答とします。

・グループ内には初対面の方もいるので

他人の意見は否定しないこと。

・意見交換は20時20分まで。

・最後にグループごとに担当議員が意見発表

します。


